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平成 26年度 研究計画   Research Plan FY2014  

主たる研究テーマ 第一次大戦と労働党の勃興 

研究計画 

 

昨年度の研究で、第一次大戦課の補欠選挙の趨勢を分析し、第一次大戦の総力戦の衝撃の中で、エドワード時代の「革新主義」

同盟ー自由党と労働党の支持者の固い結束が愛国主義的な候補の登場によって崩壊したことを確認した。その中でもとりわ

け、マンチェスターの去るフォード選挙区の補欠選挙は、ベン・テイレットが自由党アスクイス派の候補を破った点で、第一

次大戦後１９１８年総選挙以後の自由党の凋落と労働党の勃興を示唆する補欠選挙であった。本年度は、１９１８年総選挙と

の関係を念頭に、このサルフォード選挙区の補欠選挙について、ベン・テイレットの政治的な経歴と思想の分析を含め、さら

に詳細な分析を行う予定である。また、１９１８年の第四時選挙法改正と１９１８年総選挙における政党の対抗関係について

も、資料の収集を行い、次年度以降の本格的な分析の準備を行う。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research   

3701 

（２０世紀

イギリス） 

3304 

（２０世紀イギリ

ス） 
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